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凡例 a日時  b場所  c内容  d対象  e定員  f講師  g料金（記載がない場合は無料）  h持ち物  i申込  j問い合わせ  n田無庁舎敷地内  o保谷庁舎敷地内

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市報に掲載されている情報などについて、
変更している可能性があります。事前にお問い合わせいただくようお願いします。

❖子どもからの相談体制の充実
　子どもからの相談体制を充実させるため、新たに
子どものLINE相談を開始する。
❖子育て環境の充実
　保育需要に対応するため、１歳児の受入枠の拡大
や０歳児の一時保育事業の拡充を図る。
❖誰もが安心して子育てできる環境づくり
　子どもたちの衛生環境の向上を図るため、市立保
育園で使用する布団やシーツの交換等について、運
用方法の改善を図る。
　また、幼稚園や保育園が行う安全対策に対する補
助制度や市立保育園で保育中の室内活動を見守るた
めのカメラを導入する。
❖保育施設の整備
　市立保育園１園の空調設備取り換え工事を実施し、
市内４箇所の市立保育園トイレの洋式化等を進める。
❖学童クラブ事業
　田無柳沢学童クラブの過密化解消を図るため、令
和７年度からの開始に向けて、柳沢小学校の敷地内
に学童クラブを整備し、定員の拡充を図る。
❖学校教育アシスタントの配置
　授業の質の向上や組織体制の強化を図るため小学
校８校へ配置する。
❖子どもの読書活動の充実
　学校司書の配置を３校に２人に増員し、小中連携
や公共図書館との連携による読書活動の質の向上に
努める。また、子ども電子図書館サービスの導入、
児童館での読み聞かせ会などを通じた、家庭と地域、
学校が連携して本に触れる機会を増やす取組を推進
する。
❖GIGAスクール事業の充実
　文部科学省のデジタル教材システムMEXCBT（メ
クビット）の利用を進め、学校や家庭においてオンラ
イン上で学習やアセスメントができる環境を整える。
❖学校施設の整備
　災害時の避難所になる学校施設について、小中学
校の体育館トイレの洋式化などを実施する。

健康で元気なまち
❖妊娠・出産・子育て期における切れ目ない支援
　国や東京都の交付金を活用し、経済的支援と様々
なニーズに即した必要な支援につなぐ相談支援を連
動させ、育児パッケージなどを配布。また、家庭の
状況を踏まえた伴走型の相談支援を充実させる。
❖多胎妊娠の方への支援
　健康診査費用の自己負担分の一部を助成し、健診
費用の償還払いを実施する。
❖予防接種事業
　子宮頸
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がん９価ワクチンの定期接種化に併せて、
自費で任意接種を受けた方への償還払いを実施する。
❖フレイル予防事業
　高齢者の社会参加を促進し、フレイル予防につな
げるため、「eスポーツ」の実施環境を充実させる。
❖高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施
　生活習慣病等の重症化予防と介護予防の一体的な
実施を推進するため、体制を整備する。
❖認知症対策
　地域包括支援センターに配置している認知症地域
支援推進員の体制強化を図り、情報共有や情報発信
などを含めた支援体制を拡充する。
❖障害福祉支援の拡充
　手話通訳者の派遣等のコーディネートにおける受
付体制を拡充する。また、多様な障害のある方々へ
の就労支援の取組を進める。

集える場とつながりのあるまち
❖市民まつりの実施
　感染症対策を実施した上で、市民の皆様の連帯感
の醸成やコミュニティ形成の機会となるよう開催す
る。
❖公民連携による市民会館跡地活用事業
　令和６年度の供用開始に向けて、跡地活用事業者

子どもにやさしいまち との連携・協議を重ねていく。
❖イングビルの空きスペース活用
　会議室としてリニューアルを行う。
❖保谷こもれびホール
　メインホールの環境改善やトイレの洋式化工事な
どを実施する。
※4月1日から愛称「タクトホームこもれびGRAFARE
ホール」となります。
❖スポーツを通じたつながり
　「共生社会」に向けて、ボッチャ大会やENJOY
ニュースポーツ事業のほか、指定管理者によるイン
クルーシブスポーツの体験会などを実施する。
❖スポーツ施設の整備
　各屋内施設のLED照明への改修や総合体育館の防
水改修工事を実施する。
❖市民協働の推進
　「NPO等企画提案事業」の推進とともに、本市の
新たな魅力の創出につなげる市民活動を地域の皆様
と協働で推進する。
❖中央図書館の開館時間変更
　開館時間を午前９時からに変更し、利用者や地域
の方々のライフスタイルに合わせたサービス提供を
図る。
❖下野谷遺跡の保存・活用
　復元した竪穴式住居などを活用しながら、「縄文
の森の秋まつり」などによる普及啓発事業を実施す
る。また、各地域でその価値を伝える講座を実施す
るなど、地域と学校が一体となって文化財保護の気
運を醸成し、未来に残す。
❖地域における新しい交流広場
　６月に一般開放される予定の「MUFG PARK」（三
菱UFJ銀行が所有する武蔵野運動場）について、貴
重な環境を生かし、地域に開かれた公園として連携
を図る。

安心・安全で快適なまち
❖新たなまちづくり計画の策定
　みどりと調和した快適でゆとりのある住宅都市の
構築を目指し、都市計画マスタープランと立地適正
化計画を合わせた新たなまちづくり計画を策定する。
❖駅前広場の整備
　田無駅北口ペデストリアンデッキの維持管理等工
事や保谷駅南口のペデストリアンデッキの点検調査
を実施し、安全な歩行空間の維持などの環境整備を
行う。
❖田無駅南口の西東京都市計画道路
　３・４・24号線交通広場整備事業
　用地取得と併せて、駅周辺の一体的な交通環境の
整備による環境の改善や利便性の向上を図るため、
南側へ延びる街路部分の整備に向けて、現況測量や
概略設計などを行う。
❖西武新宿線の連続立体交差事業
　井荻駅から西武柳沢駅間の連続立体交差事業につ
いて、関連する付属街路や駅前広場の予備設計など
を行う。
❖無電柱化の推進
　無電柱化推進計画に位置づけている優先整備路線
のうち、市道220号線、田無庁舎北側の市役所通り
の工事に向けた詳細設計などを実施する。
❖ひばりヶ丘駅周辺のまちづくり
　ひばりヶ丘駅北口の一番通り西側地区について、
地区中央にある生産緑地を取得し、地区計画等にお
ける活用を検討する。
❖みどりに親しむまちづくり
　第２次みどりの基本計画の策定に取り組む。また、
公園について、予防保全の考えに基づく公園施設の
長寿命化を目的とした計画を策定する。
❖雨水溢

い っ す い

水対策
　芝久保町四丁目地内などの対策工事を実施し、北
原町一丁目地内などの設計を行う。
❖住宅セーフティネット
　高齢者や障害のある方、所得の低い方などの、住
宅に困窮する方が入居できる専用住宅の改修費用の
一部助成や、住宅にお困りの方が低廉な家賃で入居
できるよう、賃貸人の方への補助を行う。

❖空き家対策
　倒壊等の危険性がある特定空き家等の除却費用の
一部を助成するなど、快適な住環境の確保に努める。
❖防犯対策
　商店会が設置する防犯カメラの新規設置等に対し
て支援を行う。
❖防災対策
　「首都直下型地震等による東京の被害想定」を踏ま
え、地域防災計画の修正を行う。また、防災行政無
線機器の更新により聞こえの改善を図る。

市民とともに発展するまち
❖コミュニティ・スクール
　全小中学校において、総合的な学習の時間を中心
に、地域の人材や資源・文化等を活用した体験的で
探究的な学びを展開する「西東京ふるさと探究学習」
を実施する。
　地域で子どもたちの学びや成長を支えるととも
に、学校を核とした地域づくりを目指し、地域と学
校がパートナーとして連携・協働した活動を推進する。
❖地域協力ネットワーク
　各地域の協力ネットワークが相互に連携・協力し
て、地域活動の充実や地域課題の解決に向けた取組
の推進を図る。
❖行政情報の発信力の強化
　専門的視点からアドバイスを行う任期付職員を新
たに配置し、より伝わる・より分かりやすい広報活
動に努める。
❖性の多様性
　多様な性や生き方に関する理解促進を図るととも
に、東京都と連携しながら、パートナーシップ関係
に係る生活上の困りごとの解消に努める。
❖物価高騰対策
　商店街活性化推進事業補助金の補助率の拡充を継
続するとともに、キャッシュレス決済ポイント還元
事業を実施し、市内事業者や消費者の支援を図る。
また、小中学校の給食食材への補助の継続、幼稚園
や保育園に対する補助、国民健康保険料の据え置き
を図る。
❖起業・創業
　西東京商工会や金融機関などで構成する創業支援
ネットワークを活用した伴走型の支援を更に進め、
本市独自の女性の働き方サポート推進事業の取組を
通して、本市の魅力を発信していく。
❖農業振興
　小中学生が考案したメニューを飲食店や学校給食
に展開する、「めぐみちゃんメニュー事業」を継続す
るほか、農業者の方々の農業経営力の向上を図る。

行財政基盤の強化を絶えず目指すまち
❖行財政改革の取組
　第５次行財政改革大綱を策定し、業務プロセスの
見直し等により、行政の効率化を図るとともに、公
債費管理の徹底など、次世代の負担を少しでも減ら
す取組を進める。
❖行政サービスにおけるエリア（圏域）の検討
　中学校区を基本としたエリア（圏域）の考え方につ
いて、第３次総合計画に位置づける中で、地域の課
題を地域で解決する体制づくりを進める。
❖公共施設の量と質の最適化
　エリア（圏域）の考え方や、現状及び将来見通し、
課題等を踏まえ、公共施設等の管理に関する基本的
な方針などを整理し、公共施設等総合管理計画を改
定する。
❖庁舎統合方針の見直し
　令和４年度に実施した防災・保谷保健福祉総合セ
ンター等の耐力度調査を踏まえ、統合への時期を見
極め、庁舎統合方針の見直しを図る。
❖庁舎機能の維持体制の確保
　田無庁舎等における非常用自家発電設備の整備に向
けた調査を行い、庁舎機能の維持体制の確保を図る。
❖保谷庁舎敷地の一時的な開放
　市民の皆様にご利用いただける広場として、一時
的に開放するための環境を整備する。

令和５年度の主要な取組 全文は、市k・情報公開コーナー（田無庁舎５階）・図書館でご覧になれます。


